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(宛先)岡崎市長

公益活動報告書(市民活動実績報告書)(令和 6年度 )

令和7年 4月 28日
3ら、メ

匝 □ 董 塵 整 韮 璽 理 止 翌 亜

F藤落l 山道 睡憂菱嚢三旦_△(※令和7年4月 1日時点の構成員数)

団体の目的 団体の会則・規約に定められた団体の目的を記入してください。

視覚障がい者、中途視覚障がい者の自立支援及び就労支援を行う。

私達の団体が掲げる目的を実現した活動を、以下の項目に従つて報告します。
なお、記載内容を一般に公開することに同意します。

■1団体の活動目的達成に向けて、今年度はどのような活動をしましたか。(公益活動に限る)

※1公益を受けたものが「人」ではない、数が把握できない場合は記載がなくてもよい。<ex.自然環境>

■2前項1に基づき、1年間の団体活動で岡崎市(広く市民社会一般)に何をもたらしましたか。

活動日

又|ま期間
場所

公益を受けた

ものは?

受益者

(会員以外)

人数※1

活動内容

8月 10日 奈良井公園

市内中心の視

覚障がい者

周辺住民
竜美丘1区町内会の夏祭りに参加

し、他団体と協働、団体を紹介。

8月 19日 イオンモール

市内中心の視

覚障がい者

介助の高校生

20人
高校生と共にイオンモールでの一日

を過ごし、視覚障がい者への啓発

2月 15日
岡崎八丁味

嗜カクキュー

市内中心の視

覚障がい者

介助の高校生

20人
岡崎八丁味噌工場の見学を通して、

視覚障がい者の介助を学習

■3今年度の活動の公益性を自己評価し、付随する質問にお答えください。

①公益性の度合いを自己評価してください(塾皇にΩをつけてください)

高い ← 54③ 21→ 低い

②上記の評価をした理由をお書きください。

新たな活動領域での啓発活動ができなかつた。
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視覚障がい者の介助を通じて、視覚障がいへの理解と介助方法を啓発し、視覚障がい者の社会参加への協力を

求め、改めて、視覚障がい者の可能性をに認識していただきました。


